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市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
笑
っ
て
い

た
だ
く
と
と
も
に
、
日
常
生
活
の
中
に
笑

い
が
あ
ふ
れ
る
幸
せ
感
の
高
い
ま
ち
大
田

原
を
目
指
し
、「
お
笑
い
健
康
づ
く
り
事

業
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
「
お
笑
い
健
康
づ
く
り
事
業
」で
は「
お

笑
い
健
康
講
座
」（
全
９
回
）、「
お
笑
い
健

康
ラ
イ
ブ
」（
全
３
回
）の
２
つ
の
事
業
を

行
い
ま
す
。

　

こ
の
う
ち
、
第
１
回「
お
笑
い
健
康
ラ

イ
ブ
」の
出
演
者
２
組
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

こ
の
ラ
イ
ブ
は
、
お
笑
い
芸
人
２
組
に

加
え
て
、
お
笑
い
健
康
講
座
の
受
講
生
の

皆
さ
ん
が
講
座
の
成
果
を
披
露
す
る
場
で

も
あ
り
ま
す
。

　

多
く
の
方
に
ご
来
場
い
た
だ
き
、
笑
い

を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

●
日
　
時　

９
月
23
日（
日
）

　

午
後
２
時
30
分
〜
４
時（
午
後
２
時
開

　

場
）

●
場
　
所　

総
合
文
化
会
館
ホ
ー
ル

●
内
　
容　

お
笑
い
芸
人
２
組
の
ラ
イ
ブ

　

●
定
　
員　
　

１
２
０
名

●
入
場
料　

無
料（
事
前
申
し
込
み
不
要
）

■
問
い
合
わ
せ
　
　
１
階

　

健
康
政
策
課
健
康
政
策
係

　
　
　
（
２
３
）８
７
０
４

　

地
域
情
報
、
観
光
情
報
、
グ
ル
メ
、
イ

ベ
ン
ト
情
報
、
話
題
の
ス
ポ
ッ
ト
な
ど
、

市
の
魅
力
を
お
伝
え
す
る
番
組
を
放
送
し

て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
お
聴
き
く
だ
さ
い
。

●
放
送
局　

Ｒ
Ａ
Ｄ
Ｉ
Ｏ　

Ｂ
Ｅ
Ｒ
Ｒ
Ｙ

　
（
エ
フ
エ
ム
栃
木
、
周
波
数
76
・
４
Ｍ
Hz
）

●
番
組
名　
「
お
お
た
わ
ら　

ハ
ー
ト
F
M
」

●
放
送
時
間　

毎
週
月
曜
日

　

正
午
〜
午
後
０
時
49
分

●
放
送
内
容

 

・
キ
ラ
メ
キ
☆
大
田
原　

話
題
の
人
、
イ
ベ

ン
ト
な
ど
の
関
係
者
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

 

・
ア
ス
カ
の
大
田
原
発
見
伝
！　

グ
ル
メ
、

自
然
、
歴
史
な
ど
注
目
ス
ポ
ッ
ト
か
ら

の
リ
ポ
ー
ト

 

・
大
田
原
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

■
問
い
合
わ
せ
　
　
２
階

　

情
報
政
策
課
広
報
広
聴
係

　
　
　
（
２
３
）８
７
０
０

笑
っ
て
ま
す
ま
す
健
康
に

第
１
回「
お
笑
い
健
康
ラ
イ
ブ
」

●
日
　
時　

10
月
20
日（
土
）

　

午
後
２
時
〜
４
時
30
分（
開
場
午
後
１
時
）

●
場
　
所　

市
総
合
文
化
会
館
ホ
ー
ル

●
入
場
料　

無
料
。
た
だ
し
、
入
場
整
理

　

券
が
必
要
で
す
。

●
入
場
整
理
券
の
配
布　

９
月
25
日（
火
）

か
ら
、
左
記
の
場
所
で
先
着
順
に
６
０
０

枚
配
布
し
ま
す
。
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま

す
の
で
、
整
理
券
は
必
要
な
枚
数
の
み

お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

○
配
布
場
所

・
文
化
振
興
課
文
化
振
興
係（
那
須
与
一

伝
承
館
内
）

・
文
化
振
興
課
文
化
会
館
係（
市
総
合
文

化
会
館
内
）

・
湯
津
上
支
所
総
合
窓
口
課
管
理
係

・
黒
羽
支
所
総
合
窓
口
課
管
理
係

○
配
布
時
間　

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

　
（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

■
問
い
合
わ
せ

　

文
化
振
興
課
文
化
振
興
係

　
　
　
（
２
３
）８
７
１
８

　

２
０
０
２
年「
第
18
回
平
和
の
日
・
那
須
の
つ
ど
い
」が
こ
の
地
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
早
10
年
、
２
０
０
３
年「
大
田
原
市
文
学
セ
ミ
ナ
ー
」か
ら

数
え
て
第
10
回
。
２
０
１
２
年
大
田
原
市
文
学
サ
ロ
ン
〜
奥
の
細
道
か
ら
ベ
ル

サ
イ
ユ
ま
で
〜
が
今
、
豪
華
に
開
演
し
ま
す
。

２
０
１
２
年
大
田
原
市
文
学
サ
ロ
ン 

●
10
月
20
日（
土
）

〜
奥
の
細
道
か
ら
ベ
ル
サ
イ
ユ
ま
で
〜

入
場
の
ご
案
内

入
場
の
ご
案
内

池
田
　
理
代
子

高
橋
　
千
劔
破（
ち
は
や
）

「
サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー

　
　
　
と
し
て
の
マ
ン
ガ
」

●  

第
二
部  

●　

対　

談

森
村
　
誠
一

「
聖
句
と
人
生
」

●  

第
一
部  

●　

講　

演

○
司
　
会
　

　
高
橋
千
劔
破
　

○
構
成
／
演
出
　

　
日
本
ペ
ン
ク
ラ
ブ
企
画
事
業
委
員
会

○
製
　
作
　

　
日
本
ペ
ン
ク
ラ
ブ
企
画
事
業
委
員
会

○
主
　
催
　

　
大
田
原
市
・
日
本
ペ
ン
ク
ラ
ブ

ポンちゃん人形

３３４（サンサンシー）

市
の
広
報
番
組

「
お
お
た
わ
ら
ハ
ー
ト
Ｆ
Ｍ
」
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作家。1933 年、埼玉県生まれ。青山学院大学卒業後、
9年余のホテル勤務を経て、本格的作家活動を開始。
69年「高層の死角」で江戸川乱歩賞、72年「腐蝕の構造」
で日本推理作家協会賞、04年日本ミステリー文学大賞
を受賞。発表の翌年に映画化され大きな話題を巻き起こ
した「人間の証明」（76年）と翌年の「青春の証明」「野性の
証明」の「証明」3部作の刊行により、現代日本を代表す
る推理小説作家としてその地位を確立。その後も、推理
小説の分野にとどまらず歴史・時代小説、ノンフィク
ションなどへも作品の幅を広げながら精力的に執筆活動
を展開している。近年は、新たな表現として“写真俳
句”の創作、普及にも力を注いでいる。

劇画家・声楽家。1947年、大阪府生まれ。大学在学中
より劇画を描き始め、72年『週刊マーガレット』に連載
された『ベルサイユのばら』が少女漫画史を変える大ヒッ
トとなる。代表作は他に『オルフェウスの窓』、『栄光のナ
ポレオン エロイカ』、『女帝エカテリーナ』、４コマ作品
の『ベルばらKids』など。95年東京音楽大学声楽科に入
学、99年卒業。05年ソプラノ歌手として CD『ヴェル
サイユの調べ～マリーアントワネットが書いた12の歌』
を発表。好評を博す。09年には、日本においてフラン
スの歴史や文化を広めた功績に対し、フランス政府より
「レジオン・ドヌール勲章」を贈られる。

作家、文芸・歴史評論家。1943年、東京都生まれ、埼
玉県大宮市で育つ。立教大学卒業後、人物往来社入社。
月刊『歴史読本』編集長、同社取締役編集局長を経て 96
年退社、執筆活動に入る。『花鳥風月の日本史』で尾崎秀
樹記念大衆文学研究賞を受賞、09 年には『名山の日本
史』『名山の文化史』『名山の民俗史』の名山３部作（河出書
房新社）を完成。また、『遠藤周作歴史小説』全７巻及び早
乙女貢著『会津士魂』全 21巻の全解説を手がける。その
他『歴史を動かした女たち』『歴史を動かした男たち』『江
戸の旅人』『江戸の食彩～春夏秋冬』『海と日本人の歴史』
など著書多数。日本文藝家協会理事、日本ペンクラブ常
務理事。

森村　誠一

池田　理代子

高橋　千劔破

もりむら　せいいち

いけだ　りよこ

たかはし　ちはや

2012 年大田原市文学サロン●出演者プロフィール
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